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愛荘町公立幼稚園・保育所のあり方についてパブリックコメント結果 番号 意見・提案 町の考え方 1 １２月１４日の第４回の検討委員会を参考に、強い希望として幼児（育）・保育一体の「こども園の実現」をお願いしたいです。   １.そのために現在（２０２１年４月開始に向けて）幼稚園で「延長保育」を行おうと動いて準備しておられると幼稚園から聴きました。パートで働く方、正規職員で働いているが下の子出産後のため育休中の方が時短勤務をとり働く方のために、「降園時間を１４：００+延長１６：３０」に改めてもらいたいです。また、出勤にどうしても間に合わない方もいます。「登園時間９：００で現在、８：４０～９：００に園に入る、バス 1 番の送迎が８：１０に乗り、８:３０前に到着されています。親が送迎の方も早くて８：３０。園開始は９：００でもいいのですが、園に送って入る時間を「８：００～８：１５」より受入れてもらえると出勤時間に悩む方も減るかと思います。  ２．長期休暇期間（春休み、夏休み、冬休み）、仕事をしていると休みはまずとれないです。園が休み期間中も、幼育してもらえるようにしてほしいです。   ３．延長保育開始となれば働く方、働く時間を増やす方も増えると思います。幼稚園ではＰＴＡ役員の人数も大勢で、行事前の準備や行事当日の手伝いなど、園に出向いて行う作業があると思いますが、働いていたり、家族の看護・介護などの理由で延長保育をしている方は、役員のこ

1.幼稚園の一時預かり事業の実施方法を検討する際には、ご意見の保護者ニーズ、開始時間、降園時間など参考にさせて頂きます。 2.長期休暇についても、ご意見を参考にさせていただきます。 3.幼稚園のＰＴＡ活動に関しては、保護者様の中で決定頂く内容となります。 4.保護者の就労の有無に関わらず、利用できる施設として、認定こども園が考えられることから、具体的な対策として、「認定こども園化の検討」を位置づけています。           
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番号 意見・提案 町の考え方 とをすることはできないと思うので、免除の対象にする、や、役員のする内容を改めてほしいです。  ４.延長保育をしてもらえると、小学生の兄弟姉妹がいても１５：００～１６：００前後に帰ってくる時間と合わせて学童も理由（利用？原文のまま掲載）しながら迎えに行けます。また、幼稚園に通っている途中で、仕事復帰する場合に、年中や年長から保育園に変わらなければいけないというようなケースも減ると思います。せっかく年少で園に通って慣れたのに、親の仕事のため、年中の年から保育園に移らなれければならないのは子供もかわいそうですし、親も不安です。   ◎上記のことをふまえると、やはり、今後近いうちに、できるだけ早く、「こども園の実現」をしていただきたいです。数年後は幼稚園児が減少するという報告がありますが、であればなおさら保育・幼育を一体化してもらいたいです。    こども園となれば、園の時間：９：００～１４：００または１５：３０、１６：３０など迎えの時間をもうける、や、保育の延長の点では７：３０～１９：００と現在の保育所と同じようにみてもらいたいです。仕事をしていなくて、家にいて子供との時間も多めにとりたい方は、現在の幼稚園のように１４：００迎えや夕方早めの迎え、パートや時短勤務、兄弟姉妹がいて、長めにみてほしい、８：００～１６：３０または１７：００迎え、フルタイムで働く方向けは、上記保育所と同様の時間など、
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番号 意見・提案 町の考え方 ライフスタイルに応じた送迎時間の工夫をお願いしたいです。   私もまさに、仕事復帰することは、子ども３人をどのように園に通わせながら勤務時間をどうすれば送迎時間に間に合うのかと頭を悩ませています。延長保育や長期休暇中の保育・一時保育や子ども園実現に期待したいです。 2 子どもの数が減っていく中で、町内で５歳までのこどもが通う施設が８つあるのは、多いと思いませんか？ 滋賀銀行でも、実態に応じた施設数に見直しをして、秦荘出張所を閉鎖されました。税金を使って、施設の維持管理費や人件費を無駄に使うのではなく、他の必要なところで、有効活用してほしいと思います。 
 認定こども園化の検討など、具体的な対策をすすめて行く上で、ご意見を参考にさせていただきます。 

3 幼稚園の預かり保育は、幼稚園を利用している人で働きたいと思っている人にとってはとてもいい事業だと思いますが、本来は、働きたい人は、保育園に行くのがいいのではないでしょうか？ 資料の中では、少子化が進むと書いていますが、今は保育園に入れなくても、少子化が進んだときには保育園に入れるのではないでしょうか。そういうときが来ても、幼稚園の一時預かりをする必要がありますか？必要が無いと思います。  
 幼稚園の一時預かり事業については、希望されている家庭が多いこと、平成２９年度から発生している待機児童を減らす効果も見込まれること等から、具体的な対策として、位置づけています。  尚、今後の社会ニーズの変化等を踏まえ、制度の見直しを行っていくことは、必要と考えています。 

 


